

































東洋文庫が所蔵する約 100 万冊の蔵書のうち，国宝は 5 点，重要文化財は 7 点となります。
その構成は，一番多いものが漢籍となります。主に漢文で書かれたものでして，これが 4 割
を占めます。そして，その次に多いのが何と，洋書です。3 割を占めます。それに続くのが
2 割を占める和書。そして残る 1 割がアジア諸言語で書かれたものとなります。その中には
もちろん現代ベトナム語も入っています。
東京駒込に位置する建物の外側はほとんどが壁に覆われています（図 1）。直射日光を避
けるためにこういった構造になっています。1 階部分と 2 階部分がミュージアムです。学習
院・永青文庫からは徒歩ですと，ほぼ 1 時間程度で到着します。






































2009 年 3 月に国会図書館の支部契約が解除されました。公務員制度改革の一環により，定
数削減のターゲットになったという世知辛い話なのですが，仕方がありません。今日は完全
に独立した公益財団法人として運営を続けております。





































































その 1 つとしての試みが 2 年前（2011 年）にオープンしたミュージアムです。そして，
本年（2013 年）から始まったアカデミアです。後者は一般向けの市民大学みたいなもので
すが，東洋文庫の研究員あるいは東洋文庫と関係のある若手からベテランまでのいろいろな
研究者がユニークな講座を公開しております。ぜひご参加ください。
今回の 3 館連携展示は「東洋学がたどった道」という，道をテーマにしています。これか
らの道を，いかに切り開くか，いったい誰が，あるいは誰と歩むのか。これが重要になって
くるかと思います。東洋学の個々の研究は基本的には単独で調べて論を立てるかたちを取り
ますので，ややもすれば，研究領域が蛸壺化し，対話が途絶えてしまうことがあります。そ
れでは，なかなか可能性が広がりません。それを打開し，社会に研究成果をもっと還元すべ
く，最近は多分野交流やインターディシプリンというかたちで研究者の間で論議が深められ
つつあります。
約 100 年前に魯迅は短編小説『故郷』（いまでも日本の中学校の国語の教科書に必ず載っ
ています）のなかで，いみじくも「道」について定義しています。
もともとこの世に道というのは存在しない。歩く人が多くなればなるほど，そこに初
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めて道というものができ上がる
今回のこのシンポジウムもそうなのですが，東洋・アジアに漠とした関心をお持ちの方々
が気軽に楽しめ，これらの地域にさらなる親しみを持ち，それぞれの知識を深めて頂けるよ
うな場を提供していくというのが，これからの東洋学者のあるべき一側面ではないかと考え
ます。以上，ご清聴ありがとうございました。
（まきの　もとのり　　東洋文庫主幹研究員）
